
◇ 第５回（平成２６年１２月１日 開催）　　　

【国道３１３号（倉吉道路）改築事業】（調査審議での質問）

質問内容 回答又は処理 摘要

走行経費減少便益と交通事故減少便益
が、前回算定時よりかなり増額になって
いるが、その理由は？

次回委員会で説明する。 【宿題】

　

【国道３１３号（倉吉関金道路）改築事業】（調査審議での質問）

質問内容 回答又は処理 摘要

なぜ事業途中で高架の要望が出てきた
のか？

事業化当時に地元の一部から意見はあっ
たが、事業実施の中で検討することと説明
していたため。

盛土から高架になると、用地買収面積
が減るが、事業費は増えるのか？

用地買収幅は少なくなるが、盛土から橋梁
に変わるので工事費が増え、全体としては
事業費が増える。

走行経費減少便益と交通事故減少便益
が、前回算定時よりかなり増額になって
いるが、その理由は？

次回委員会で説明する。 【宿題】

岡山側の事業区間はどこまでか？
まだ着工はしていないが、事業区間は県道
東伯関金線タッチまでとしている。それより
先については現時点で決まっていない。
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平成２６年度公共事業評価委員会（第６回）
説明資料

一般国道３１３号
（倉吉道路）（倉吉関金道路）

資料２



１．基本便益分析結果（第５回資料）

○費用便益分析結果

基 準 年 Ｈ２２ Ｈ２６

供 用 年 Ｈ２８ Ｈ３３

延 長 ４．０５ｋｍ ４．０５ｋｍ

設 計 速 度 ８０ｋｍ／ｈ ８０ｋｍ／ｈ

将来交通量
（H42）

整備あり
倉吉IC～倉吉西IC １１４百台／日 １１９百台／日

倉吉西IC～（仮）小鴨ﾊｰﾌIC ７０百台／日 ５８百台／日

（整備なし） － －

費用

事業費 １１０．４８億円 １３４．９１億円

維持修繕費 ３．２０億円 ３．０８億円

計（Ｃ） １１３．６８億円 １３７．９９億円

便益
直接便益

走行時間短縮便益 １３５．４６億円 １３３．８１億円

走行経費減少便益 １４．０１億円 ２１．３５億円

交通事故減少便益 １８．２２億円 ２３．３１億円

計（Ｂ） １６７．６９億円 １７８．４７億円

費用便益比 （Ｂ／Ｃ） １．４８ １．２９

※費用および便益の値は、基準年（H22、H26）における現在価値。

国道３１３号（倉吉道路）
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１．基本便益分析（第５回資料）

○費用便益分析結果

基 準 年 Ｈ２２ Ｈ２６

供 用 年 Ｈ３６ Ｈ３６

延 長 ７．０１ｋｍ ７．０１ｋｍ

設 計 速 度 ８０ｋｍ／ｈ ８０ｋｍ／ｈ

将来交通量
（H42）

整備あり
（仮）小鴨ﾊｰﾌIC～（仮）福山IC １００百台／日 ９８百台／日

（仮）福山IC～関金宿 ７０百台／日 ７８百台／日

（整備なし） － －

費用

事業費 ９６．４８億円 １２７．７６億円

維持修繕費 ４．９３億円 ４．７４億円

計（Ｃ） １０１．４１億円 １３２．５０億円

便益
直接便益

走行時間短縮便益 １９８．８４億円 ２００．５９億円

走行経費減少便益 １９．８８億円 ３０．４５億円

交通事故減少便益 １７．０６億円 ２１．２８億円

計（Ｂ） ２３５．７８億円 ２５２．３２億円

費用便益比 （Ｂ／Ｃ） ２．３３ １．９０

※費用および便益の値は、基準年（H22、H26）における現在価値。

国道３１３号（倉吉関金道路）
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○走行経費減少便益

走行経費減少便益は道路の整備・改良が行われない場合の走行経費から、道路の整
備・改良が行われる場合の走行経費を減じた差として算定

※費用便益分析マニュアル（国土交通省
道路局 都市・地域整備局（H20.11））から
現道40km/h、整備後80km/hを抽出

⇒沿道条件が平地から市街地となった区間があるため、整備前の走行経費が増加した。

乗用車 バス 乗用車類 小型貨物 普通貨物

一 般 道 （ 市 街 地 ） 40km/h 22.63 77.76 23.57 23.30 41.81

一 般 道 （ 平 地 ） 40km/h 16.65 59.14 17.37 18.92 36.87

一 般 道 （ 山 地 ） 40km/h 15.41 55.23 16.09 17.99 35.83

高 速 ・ 地 域 高 規 格 80km/h 9.69 38.08 10.17 13.69 29.41

速度
車種

２．沿道条件の変化 国道３１３号（倉吉道路）（倉吉関金道路）

●算定式

●車種別の走行経費原単位（円/台･km）
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走行経費減少便益＝総走行費用（整備前）－総走行費用（整備後）

総走行費用＝（交通量×リンク延長×走行経費原単位）×３６５

リンクごと、車種ごとに算出

一般道 平地→市街地：原単位約１．１～１．５倍



国道３１３号（倉吉道路・倉吉関金道路）

(主) 倉吉由良線

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

(主)倉吉赤碕中山線

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地
（主）倉吉福本線

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

(一) 倉吉江北線

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

国道３１３号

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

国道１７９号

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

国道１７９号

H17センサス：平地

H22センサス：ＤＩＤ

国道１７９号

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

(一) 倉吉江北線

H17センサス：平地

H22センサス：ＤＩＤ

国道３１３号

H17センサス：平地

H22センサス：ＤＩＤ

国道３１３号

H17センサス：平地

H22センサス：その他市街地

国道３１３号

H17センサス：平地

H22センサス：ＤＩＤ

ＤＩＤ（Densely Inhabited District）
⇒ 国勢調査において設定される人口集中地区

- 4 -

２．沿道条件の変化



２車線 　ＡＡ il＝ 2150 ×Ｘ 1il＋ 530 ×Ｘ 2il

中央帯無 　ＡＡ il＝ 2000 ×Ｘ 1il＋ 530 ×Ｘ 2il

中央帯有 　ＡＡ il＝ 1700 ×Ｘ 1il＋ 530 ×Ｘ 2il

２車線 　ＡＡ il＝ 1670 ×Ｘ 1il＋ 550 ×Ｘ 2il

中央帯無 　ＡＡ il＝ 1580 ×Ｘ 1il＋ 500 ×Ｘ 2il

中央帯有 　ＡＡ il＝ 1140 ×Ｘ 1il＋ 500 ×Ｘ 2il

２車線 　ＡＡ il＝ 1330 ×Ｘ 1il＋ 660 ×Ｘ 2il

中央帯無 　ＡＡ il＝ 1100 ×Ｘ 1il＋ 570 ×Ｘ 2il

中央帯有 　ＡＡ il＝ 950 ×Ｘ 1il＋ 570 ×Ｘ 2il

高速道路 　ＡＡ il＝ 360 ×Ｘ 1il

道路・沿道区分 交通事故損失算定式

４車線以上
ＤＩＤ

その他市街地

非市街部

一般道路
４車線以上

４車線以上

○交通事故減少便益

走行時間短縮便益は道路の整備・改良が行われない場合の交通事故による社会的
損失から、道路の整備・改良が行われる場合の交通事故による社会的損失を減じた
差として算定

●算定式

●交通事故損失額算定式（千円/年）

⇒沿道条件が非市街部からＤＩＤやその他市街地となった区間があるため、整備前の
交通事故損失額が増加した。

２．沿道条件の変化 国道３１３号（倉吉道路）（倉吉関金道路）
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交通事故減少便益＝交通事故の社会的損失（整備前）－交通事故の社会的損失（整備後）

リンクごとに算出

Ｘ１＝交通量×リンク延長

Ｘ２＝交通量×リンクの主要交差点数

非市街地→ＤＩＤ・その他市街地：算定式の係数大
主要交差点数増

※費用便益分析マニュアル（国土交通省
道路局 都市・地域整備局（H20.11））

ＤＩ Ｄ ・・・国勢調査において設定される人口集中地区
その他市街地・・・ＤＩＤに含まれないが、道路の両側に人家が連担

している地域
主要交差点 ・・・交差道路の幅員が５．５ｍ以上の交差点

　Ｚ l＝ 3.31 ×Ｌ l

　Ｚ l＝ 1.98 ×Ｌ l

平地 　Ｚ l＝ 1.19 ×Ｌ l

山地 　Ｚ l＝ 0.41 ×Ｌ l

リンクの主要交差点数

ＤＩＤ

その他市街地

沿道区分

非市街部

センサスデータの県内
平均値より、１km当りの
主要交差点数を決定


